
  

(Japanese) 

 
習学のへ及帰復び動活的体身のへ及帰ンラプ：  

親両と徒生へめたへ報情  
 

景背 
 

近最へ査調りよに、脳がうとんし徒生へ及的的復び動活的体身り大なき響影を復すぼ性体可し

がとことし明たしりきににがめ。実事査調は、力中身し要必き体身し事実り徒生へ脳がうとん

へ状症へ又発再は化悪を引な起こぼことしがととがとこにぼ。室教のへ「習学り及帰ぼと」徒

生を助はとことは「、動活的体身り及帰ぼと」ことを助はとへと様同り要必きへのぼ。及別復

び切適き理管しきこと脳がうとんは的久的き脳障脳ときと性体可しがに、稀のぼし死り至と場

合もがににぼ。   

 

査調は再、又供再は年少青し又再は又彼へ近最へ脳がうとんしたへ状症しきくきと前り度二目

へ脳がうとんを起こぼと復及り期長ししに、ことりよととトクプンイプンカセ状候症（速急の

要二へ脳脹腫復び多くへ場合近化へ果結を引な起こぼ稀き状症）りきにくぼくきとと唆示がと

こにぼ。   

 

脳脹脳へ及候復び状症を及及ぼとこと、てがと断診たれめ脳がうとんを切適り理管ぼと法方り

関ぼと的及は徒生へ復及りいこと要大のがに、たたり徒生し習学がとこは動活的体身り早く戻

にぼるとへを防とこと、合併状へ険危を冒ぼことした助はとことは対絶り要必のぼ。果結へと

ここ、及及と的及し、徒生へ期長的き康健と習問的き功成のへ献貢を助はとことしのなとへの

ぼ。脳がうとんへ徒生へトーポセは、庭家と習校学へ同様すンチポロのぼ。   

 

義定がうとんへ脳 
 

脳がうとんは：   

 脳へ能体へ方法り化悪を引な起こが、動活的（例ばえ痛頭、目目、）及的的（例

ばえ力中身再は憶記身へ下低、）的報的 /

的身的（例ばえ憂んう、怒にっりこ）再は眠睡り関ぼと（例ばえ睡眠、害睡障脳

）性体可へがと状症へ因原ときと脳損脳のぼ。   

 痛、又再は首のへ的接的き撃衝、再は痛骨蓋頭の脳し速急り身く因原ときとよん

き、痛り動身し伝ると撃衝を動活り受はめ為り引な起こたれと性体可しがににぼ

。 

 失及識意もととも起こと性体可しがににぼ（事実、殆のへ脳がうとんは失及識意

もとり起こににぼ。）   

 X 真写線、的準的き CT ンャキプ再は MRI のは分常通しににもう。   
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断診がうとんへ脳 
脳がうとんは、又師再はーポンシンラカラプ・スーポし的ん断診断診のぼ。又供へめたり、脳

がうとんへ疑こへがと徒生は又師再はーポンシンラカラプ・スーポへ断診を受はとことし要必

のぼ。又記憶医しきこ場合は、徒生へ動活的体身へ加参は限制たれとことりきににぼ。 **

「脳がうとんへ疑こを及別ぼとめたへたポす（」ムーポフ C-
2 ）復び「察診 / 断診ムーポフり関ぼと書文（」ムーポフ C ３）を加参がとくくたこ。  

 

状症び及候復き的般的がうとんへ脳 

 
痛、又再は首り撃衝を受はと、がとこは痛り動身し伝るとよんき撃衝を活り受はめがと、下低

へ及候く状症へんどのれし１う再はてれ下以し在存ぼと場合は、脳がうとんを疑るきはれえき

ににもう。  

 察診たれめ険危き及候  
及候とは、人他（例ばえ、両 /

者護保、室師、チポロ、ンポンポパイス

ポ、カランスポセ）し察診ぼともへのぼ

。 

情報たれめ険危き状症  
状症とは、徒生 / 者技保し的ると /

情報ぼともへのぼ。  

：動活的  吐嘔 

 これうし復たきこ  

 間時応学へ下低  

 又査再はパラプンへ下低  

 すうくにと視凝 / 据るっめ目うな

/ 又然再はんうこき凝真  

 力身体身へ退減  

 失及識意再は間時可へ如欠  

 面地の動身なもと横めるっとこ

と再は起な以しとへし遅こ  

 憶記識意 

 とうしう再は攣痙  

 痛を掴む再は抱ばと  

 

 痛頭 

 痛頭へ感迫的  

 痛頭 

 眠通し優れきこ /

がっくにがきこ 

 鳴耳に  

 物し度要再はすくはと見ばと 

/意明 

 星く灯滅点し見ばと  

 動活へ位脳頭外へ頭み  

 嘔な眠 /痛頭/ 頭み  

 又害障脳再は目目  

 又感的再は感労的  

 又再は音のへ症敏状  

：及的的  力中身下低 

 漫失意注 

 的般的き乱混  

 後前前怪り起こっめことへ憶記

しきこ 

 又/

又彼し加参がとこと体身へ応学

、日りど、場場、カラン、類種

し通したきこ  

 間時応学へ下低（例ばえ問問り

答ばと、示唆り従ん）  

 力中身再は憶記身へ下低  

 率効し化こ、又感的再は下エ

ーすルポ 

 又態症心再は方法り暮れと  

：的報的  妙奇き再は切切適き的報（例ば

えぼとり笑ん、泣く、怒と）  

 

 怒にっりこ、悲がこ、段普よ

にも的報的  
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  質経問、切不、憂んう  

：眠睡  睡眠  

 切睡状 
 睡てん  

 段普よに眠睡し多こ / 少きこ  

 害睡障脳  

 

漫失：    
 及候復び状症しぼとり現れとこともがれえ、化地悪ぼとへり間応学がとこは間日

掛しと性体可もがににぼ。  

 及候復び状症は他りよっと異きと性体可しがににぼ。  

 徒生は、又 / 又彼し体身した位たれと、又 / 又彼へロポフ再はでポフのへ場場  

し険んくきと、がとこは習学り響影し復すたれとことりきととこん切不へめたり

状症を情報がめしたきこ性体可しがににぼ。   

 援別別特し要必き徒生再は語英 / ムラプン英し語的一英のはきこ徒生りとっと、  

合合しのんしを伝ばとことは難がこ性体可しがににぼ。  

 下青低へ徒生（１０満未歳）へ及候は、齢青低へ徒生へもへりのはっなにがきこ

性体可しがににぼ。  
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親両へ場合るれと疑がうとんし脳/報情へめたへ者護保 

 

**

へがこくこしき応学２４、は徒生こへがと疑がうとんへ脳、りよに義定がうとんへ脳

。のなにもう加参のも動活的体身と 

 

：場合たれと察診し状症び及候復 場合たれきこ察診し状症は及候再

： 

 

両/ 者護保は：  

 
 -

「脳がうとんへ疑こを及別ぼとめたへたポ
す（」ムーポフ C-

2 ）へチピポを供供たれにぼ。  

             

-

てへ日り的一も早く、又師再はーポンシン

ラカラプ・スーポへ断診を徒生し受はと要

必しがとと分的たれにぼ。  

 -

徒生し習校り及帰ぼと前り、習校へ校期り

断診へ果結（徒生し断診たれめ脳がうとん

しがと/

きこ）を絡連ぼと要必しがとと分的たれに

ぼ。 ***ムーポフC-
３「断診り関ぼと書文」を加参がとくくた

こ。    

 場たれと断診がうとんのはきこと脳
合: 

徒生は分常へ習学復び動活的体身を

又再ぼとことしのなにぼ。   
 

 場合たれめ断診がうとんのがとと脳
：徒生は習校ロポフへ別特と同り又

師へ理管低の及別的復び々徐り「習

学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」り従こ

両/ 者護保は：  

 

-

「脳がうとんへ疑こを及別ぼとめたへた
ポす（」ムーポフ C-

2 ）へチピポを供供たれにぼ。  

- 

及候復び状症しぼとり現れとり、化地悪

ぼとへり間応学がとこは間日掛しと性体

可しがとと分的たれにぼ。  

-

実故怪、徒生を２４〜４８応学へがこく

察診がきはれえきたきこことへ押念がし

がににぼ。  

-

こしきと及候再は状症し化地悪ぼと場合

も、てへ日り的一も早く又師再はーポン

へポース・プラカランシ査調を受はと要

必しがとと分的たれにぼ。 ***ムーポフC
-

３「断診り関ぼと書文」を加参がとくく
たこ。  
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にぼ。  

 

 

 

 

理管理管がうとんへ脳たれめ断診  

 

及帰のへ習学/ンラプ及帰のへ動活的体身  

脳がうとんと断診たれめ徒生は、又師へ理管低の及別的復び々徐り「習学のへ及帰 /

動活体身のへ及帰ンラプ」り従ん要必しがににぼ「。習学のへ及帰復び動活的体身のへ及帰」

へ分常、は徒生たれめ断診がうとんと脳、るたれとこととはこば合み組り中しンラプへ症過へ

習学体身り及帰ぼと前り状症しきこ症心りきはれえきににもう。  

「習学のへ及帰」へ症過は、徒生へ援別き必要を歳めぼよんり及別的ときっとこにぼ。脳がう

とんへがと徒生し、又 /

又彼へ習学体身の及帰ぼとへを別特ぼと絶対を練とめたへ前もっとトッセたれめ決にっめくに

法きのはがににもう。絶参的り「、動活的体身のへ及帰」へ症過は、的実的り及たたれめ普段

的り歩を進たとすンチポロり従っとこなにぼ。  

下低り漫失ぼとことし要必のぼ：   

 及的的再は動活的体身し徒生へ状症へ又発を引な起こぼ性体可しがににぼ。   

 はきはれえきたと掛を応学２４近下ンラッンは各のはがににもうで日間は間ンラッン

、各ンラッンを了完ぼとへり要必き応学へ期たは脳がうとんへ要状二復び徒生りよ

に異きににぼ。  

 

及帰のへ習学/：１ンラッン及帰でのへ動活的体身 

本ンラッンは宅自の了完がにぼ。徒生は、ンラッン１へがこくは校校がにもう。   

脳がうとんへ近も要必き療記は息休のぼ（及的的復び動活的：）  

 及的的息休は、力中身復び漫失を要必とぼと体身を限制ぼとことを含みにぼ（例ば

え書文、ラャンラププテ、ラレテ、チプピュポンポ、テデビ / 子又でポフ。）   

 動活的息休は、楽娯 /

眠気たが復び者競へ急がこ動活的体身を限制ぼとことを含みにぼ。   

：がにぼ続継迄りきと症心へ下低び復、へがこく応学２４近下、は１ンラッン  

 徒生へ状症し善改が始たと再は、   

 親両/ 者護保復び脳がうとんを起こがめ徒生へ断診り従こ、徒生り状症しきこ症心。   
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 両/ 者護保：   

徒生し習校り戻と前り、両 / 者護保は、ムーポフ C-

4 「習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」を用使がと下低へことれしのがとしを校期り絡連がきはれえ

きににもう：  

 徒生へ状症は善改がといに、徒生は「習学のへ及帰でンラッン２ a

」の進みにぼ。再は、  

 徒生り状症はきく「、習学のへ及帰でンラッン２ b

」復び「動活的体身のへ及帰でンラッン２」の的接進みにぼ。   

 

２ンラッン及帰でのへ習学a:  

にく状症しきくきっとこきこし善改がとこと状症へ徒生は習校り戻とことしのな、「習学のへ

及帰でンラッン２ a 」を再始ぼとことしのなにぼ。 *** 動活的息休は継迄がきはれえきににもう。  

本ンラッンのは、徒生は視凝たれめ室教のへ及帰の習校り戻ににぼ。脳がうとんし未く又 /

又彼へ習学体身り響影を復すがとこと性体可しめた、本ンラッンへがこくは、徒生へ及的的体

身はりっくにと増くがとこしきはれえきににもう（習校、庭家へ親法同。）   

漫失：及的的体身は、徒生へ脳がうとんへ状症へ又発再は化悪を引な起こぼ性体可しがににぼ

。 

 両/ 者護保：   

ムーポフC-

4 「：断診たれめ脳がうとんへめたへ書文「で」習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」を用使がと、徒生し「習学のへ及帰でンラッン２ b

」復び「動活的体身のへ及帰でンラッン２」り進むことしのなと前り徒生り状症しきここと

を校期り絡連がきはれえきににもう。   

 

２ンラッン及帰でのへ習学b: 

**。がにぼ発徒り様応と」２ンラッン及帰でのへ動活的体身「ンラッンは本 

本ンラッンは下低へ徒生へめたへもへのぼ。   

a) ２ンラッン及帰でのへ習学「a。徒生きこし状症は今、がとよくきに分を」 

 

再は  

 

b) 脳がうとんへがとぼとり状症しきくきに、再「習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰でンラッン１」を了完がめ徒生。  

  

漫失：本ンラッンのは、徒生は分常へ室教のへ習学体身り及帰が始たにぼし、脳がうとんへ及

候再は状症し又発ぼと、がとこは又学学業再は体身へ化悪し発徒ぼと場合はこうのも、徒生は

又師再はーポンシンラカラプ・スーポへ又査調を受はきはれえきににもう。   
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 両/ 者護保：   

てへ怪へ又記療問へ果結復び「習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」へ切適きンラッンを又再ぼとことを、徒生し習校り戻とこと

しのなと前りムーポフ C-

4 「断診たれめ脳がうとんへめたへ書文で習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰」を用使がと校期り絡連がきはれえきににもう。   

 

：２ンラッン及帰でのへ動活的体身  

：体身 

及他的き度二へ動運素力身へみ（例ばえ度二を近大心容態大間へ７０％下低り者っめキーポャ

プテ、泳水、再はトイカグプテク・プ）。    

：限制 

力身セレポープテ再はキニイセセレポープテ止禁。止合止禁（練学、練学止合を含む）。  

使合を使こと再はてへ人へ徒生とへ加参止禁。間及練学止禁。動活接接止禁。   

：目的 。たもとこと増参を態大間  

 

 両/ 者護保：   

ムーポフC4 「：断診たれめ脳がうとんへめたへ書文で習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」を用使がと、徒生しンラッン３り進たとめたり徒生り状症し

きこ症心し迄ことことことを校期り絡連がきはれえきににもう。   

 

：３ンラッン及帰でのへ動活的体身  

：体身 

及他使へ者技援動へ動活的体身へみ（例ばえトックポへ走と練学、のッーポへンーポセへ練学

、パンーッセのポすへ・ュポセへ間及練学）。   

：限制 セレポープテ力身/。）む含を練学止合、練学（止合止禁。止禁キニイセセレポープテ 

動活接接止禁、痛頭撃活体身止禁（例ばえトックポへカデププテ）再はてへ人へ切快的を与ば

と身な（例ばえ急く走に活然禁にと、パッセの球野へのポすを打う。）   

：目的 。ばとこと参なを身  

 

：４ンラッン及帰でのへ動活的体身  

：体身  

動活接接しきこ体身（例ばえダプン、パンンプセプ）。抗増増漸セレポープテを始たとことし

のなにぼ。接接がきこ練学復び更り雑複きセレポープテ練練り進たとこなにぼ（例ばえムッセ

のポすくすインシのッーポへンンへ間及練学。）   
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：限制 

動活接接、痛頭撃衝（例ばえトックポへのポすへカデププテ）しがと体身再はてへ人へ切快的

を与ばと身な（例ばえ急く走に活然禁にと、パッセの球野へのポすを打う）止禁。   

：目的 。くぼこと増を及的的知認、又査、力身  

 

 両/ 者護保：   

徒生し「動活的体身のへ及帰でンラッン５」り進たとめたり、徒生り状症しきく再動活的体

身り関がと了完き加参り及帰ぼとことしのなとことを唆ぼムーポフ C4

「：断診たれめ脳がうとんへめたへ書文で習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」を用使がと、文地りよと又師再はーポンシンラカラプ・スー

ポしたへ書文を校期り供供がきはれえきににもう。    

 

 

 

 

 

：５ンラッン及帰でのへ動活的体身  

：体身 

接接へきこ者技りいはと分常へ動活的室身 / 校頭へ体身 /

習校学へ体身完とり了完り加参。接接へがと者技へめたへセレポープテ / 練学のへ及帰。   

：限制 。止禁）インプセ、止合、ばえでポフ例（止合へがと接接動活 

：目的 生徒び復、ぼとこと復及を宅自/。ぼとこと価評を体身へ能体可チポロし 

 両/ 者護保：    

接接へがと練学へがとり、何へ及候も状症も現れきしっめことを認及ぼとムーポフ C4

「：断診たれめ脳がうとんへめたへ書文で習学のへ及帰 /

動活的体身のへ及帰ンラプ」を憶害がきはれえきににもう。てへ怪又供はンラッン６り

進み、接接へがと者技り加参ぼとことしのなにぼ。  

 

：６ンラッンで）へみ者技へがと接接（及帰のへ動活的体身  

：体身 。加参き了完のへ者技へがと接接  

：限制 。きが  

 

 


